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一　

格
差
社
会
の
問
題
と
教
育
改
革

聖
学
院
大
学
は
昨
年
創
立
二
〇
周
年
を
迎
え
た
。「
面
倒
見
の
よ

い
大
学
、
入
っ
て
伸
び
る
大
学
」
を
標
榜
し
、
一
貫
し
て
学
生
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
が
実

施
す
る
「
面
倒
見
の
よ
い
大
学
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
九
年
連
続
ベ
ス
ト

二
〇
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

大
学
は
こ
こ
数
年
、
少
子
化
に
よ
る
受
験
生
の
減
少
と
い
う
問
題

と
は
違
う
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
日
本
で
は
経
済
格
差
が
社
会
問

題
に
な
り
、
若
者
の
間
に
「
教
育
格
差
」、「
希
望
格
差
」
が
生
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
本
学
で
は
入
学
し
て
く
る
学
生
の
実
態
を
通
し

て
こ
の
問
題
を
早
く
か
ら
認
識
し
、
教
育
方
法
の
改
革
や
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
学
生
相
談
窓
口
の
複
線
化
、
そ
し
て
奨
学
金

の
充
実
な
ど
、
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
改
革
を
進
め
て
き
た
。

経
済
問
題
に
限
っ
て
言
う
と
、
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
が
伸
び

る
一
方
で
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
て
い
る
高
校
生
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を
い
ち
早
く
大
学

の
問
題
と
し
て
捉
え
、
受
験
生
に
対
し
て
二
〇
〇
七
年
度
入
試
か
ら

『
大
学
の
夢
あ
き
ら
め
な
い
で
』
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

き
て
い
る
。

聖
学
院
大
学
が
目
指
す
修
学
支
援

～
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
マ
ル
テ
ィ
プ
ル
サ
ポ
ー
ト
～

鈴 

木 　

嘉 

顕

（
聖
学
院
大
学　

事
務
局
長
）

●
事
　
例
●
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二　

�
自
立
進
学
―
多
様
化
し
た
学
生
へ
の
マ
ル
テ
ィ
プ
ル
サ

ポ
ー
ト

大
学
で
学
ぶ
こ
と
は
歴
史
や
世
界
に
対
す
る
視
野
を
広
げ
る
こ
と

で
あ
る
と
同
時
に
、
よ
き
学
友
、
師
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
社
会
に

出
て
よ
き
人
間
関
係
を
築
く
基
礎
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
学
問

を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
専
門
知
識
や
技
術
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
。
そ
し
て
生
涯
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
よ
う
に
な
る
。
大

学
に
進
学
し
て
学
ぶ
こ
と
が
未
来
の
無
限
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と

と
す
る
な
ら
ば
、
大
学
で
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
く
こ
と
が
キ
リ
ス

ト
教
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
と
し
て
の
本
学
の
使
命
と
自
覚
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
自
立
進
学
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲

げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
学
生
が

大
学
四
年
間
の
修
学
プ
ラ
ン
を
自
ら
で
設
計
し
、
経
済
的
に
も
自
立

し
て
卒
業
し
て
い
け
る
よ
う
な
学
内
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
も
の
と
し
て
は
、
奨
学
金
制
度
や
学

内
で
で
き
る
登
録
制
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。図
書
館
、

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
パ

ソ
コ
ン
実
習
室
な
ど
が
、
授
業
の
空
い
た
時
間
や
放
課
後
に
働
け
る

登
録
制
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
教
育
的
体
験
の
促
進
に
加
え
て
、
大

学
の
職
業
経
験
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
学
生
の
経
済
自
立
支
援
策

と
し
て
様
々
な
学
内
制
度
が
あ
る
が
、
経
済
支
援
面
で
な
く
、
学
生

生
活
の
充
実
、
社
会
人
基
礎
力
養
成
、
地
域
貢
献
、
国
際
交
流
な
ど

様
々
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

（
１
）　�

キ
ャ
ン
パ
ス
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
ジ
ョ
ブ
（
略
称
：
Ｃ
Ｐ
Ｊ
）

制
度

経
済
自
立
支
援
の
一
環
と
し
て
、
学
内
で
学
生
た
ち
が
活
躍
で
き

る
様
々
な
Ｃ
Ｐ
Ｊ
を
用
意
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｊ
経
験
者
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
学
内
業
務
を
通
じ
て
、
様
々
な
貴
重
な
学
び
を
得
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

① 

自
校
愛
を
育
み
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
充
実
！

初
年
次
教
育
の
中
で
多
く
の
大
学
で
導
入
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
「
自
校
教
育
」
で
あ
る
が
、
本
学
で
は
正
課
授
業
以
外
で
キ
ャ

ン
パ
ス
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ジ
ョ
ブ
が
〝I　

LO
V
E　

SEIGA
K
U
IN

〟�

を
自
然
と
培
う
こ
と
が
で
き
る
と
評
価
を
上
げ
て
い
る
。

事
例
を
あ
げ
る
と
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
課
で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
学

生
ス
タ
ッ
フ
は
受
験
生
向
け
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
主
体
的
に

参
加
・
運
営
す
る
中
で
、
大
学
の
良
さ
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
、
ま
ず
大
学
の
歴
史
、
キ
リ
ス
ト
教
育
の
精
神
、
大
学
教
育

の
特
徴
、進
路
状
況
な
ど
を
徹
底
的
に
学
ん
で
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
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自
然
と
大
学
が
好
き
に
な

り
、
学
内
友
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
で
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
充
実
さ
せ
る
効
果
も

出
て
き
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
の
充
実
は
大
学
に

と
っ
て
も
離
学
者
対
策
に
繋

が
る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。

②�

『
社
会
人
基
礎
力
』
を
育

み
、
社
会
人
へ
の
移
行
に

自
信
が
持
て
る
！

企
業
は
経
営
環
境
の
厳
し

い
中
、
日
本
的
企
業
の
良
さ

と
し
て
従
来
持
っ
て
い
た

「
学
生
か
ら
社
会
人
へ
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
的
機
能
」

を
放
棄
し
、
大
学
教
育
の
中

で
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
役
割
が
年
々

重
要
に
な
り
、
企
業
が
求
め

る｢

社
会
人
基
礎
力｣

の
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
難
易
度
が
伴

う
学
内
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
こ
の｢

社
会
人
基
礎
力｣

（
図
１
）
が
培

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
事
例
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で
三
年
生
の
就
職
支

援
を
行
う
四
年
生
ス
タ
ッ
フ
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ほ
と
ん

ど
初
対
面
の
六
学
科
か
ら
集
め
ら
れ
た
一
二
名
の
四
年
生
が
チ
ー
ム

を
組
み
、
三
年
生
の
就
職
相
談
を
含
め
た
元
気
の
出
る
就
職
支
援
と

い
う
ひ
と
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
に
取
り
組
む
。
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
立
案
や
運
営
を
行
う
過
程
を
通
じ
て
、
チ
ー
ム

で
取
り
組
む
（
＝
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
）、
自
ら
積
極
的
に
動
く
、
参

加
す
る（
＝
ア
ク
シ
ョ
ン
力
）、三
年
生
の
相
談
に
的
確
に
答
え
る（
＝

シ
ン
キ
ン
グ
力
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
と
『
社
会
人
基
礎
力
』
が

培
わ
れ
る
。
ま
た
、
教
務
課
ア
ル
バ
イ
ト
は
後
輩
の
様
々
な
個
別
履

修
相
談
を
通
じ
て
、
発
信
力･

傾
聴
力
（
＝
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
）、

課
題
発
見
力･

計
画
力
（
＝
シ
ン
キ
ン
グ
力
）
を
自
然
と
身
に
つ
け

て
い
る
。

（
２
）　

地
域
貢
献
・
高
大
連
携
―
留
学
生
経
済
支
援　
　
　
　

地
元
の
高
等
学
校
と
の
間
で
、
高
校
の
「
国
際
関
係
」
と
い
う
授

業
科
目
を
、
本
学
の
留
学
生
が
担
当
す
る
高
大
連
携
推
進
事
業
が

二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
本
学
の
国
際
協
力
課
が
コ

キャンパス ･パート
タイム・ジョブ内容

社会人基礎力
担当部署

チームワーク力 シンキング力 アクション力

オープンキャンパス等 ○ ○ ○ アドミッション課

3年生就職支援 ○ ○ ○ キャリアサポート課

個別履修相談登録指導 ○ ○ 教務課

PCチューター ○ ○ 情報推進課

ライブラリーアシスタント ○ 図書館司書課

公開講座運営スタッフ ○ 企画総務課

図１　キャンパス・パートタイムジョブが培う社会人基礎力
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ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
留
学
生
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
授
業
案

の
サ
ポ
ー
ト
、
連
絡
調
整
な
ど
煩
雑
な
業
務
を
担
い
、
留
学
生
が
持

つ
能
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
高
校
か
ら

の
謝
礼
は
留
学
生
の
嬉
し
い
経
済
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
。
高
校
側

の
担
当
の
先
生
か
ら
は
、「
事
前
に
十
分
な
計
画
を
立
て
て
い
た
よ

う
で
す
。
自
国
の
紹
介
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
日
本
と
自
国
の
人
の

考
え
方
の
違
い
や
人
付
き
合
い
の
違
い
な
ど
、
個
人
的
な
体
験
に
基

づ
い
た
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
達
の
質
問
も
出
て
、
二
人
も

熱
心
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
人
達
で
し
た
。
本
当
に

二
人
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
３
）　

留
学
・
海
外
研
修
経
済
支
援

家
計
状
況
の
厳
し
い
学
生
に
関
し
て
も
、
大
学
時
代
に
留
学
や
海

外
研
修
を
経
験
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
た
め
に
、
経
済
支
援
政

策
と
し
て
の
留
学
奨
学
金
制
度
と
海
外
研
修
補
助
金
制
度
が
あ
る
。

留
学
奨
学
金
制
度
は
、
本
学
海
外
提
携
校
へ
の
交
換
留
学
生
に
決
ま

っ
た
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
、
費
用
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

ま
た
、本
学
主
催
の
海
外
研
修
に
関
し
て
も
経
済
支
援
政
策
と
し
て
、

補
助
金
を
出
し
、
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
以
上
の
支
援

策
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
留
学
や
海
外
研
修
を
あ
き
ら
め
て
い
た

学
生
に
対
し
て
積
極
的
に
参
加
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　（
４
）　

外
国
人
留
学
生
外
部
奨
学
金
獲
得
支
援
制
度

修
学
支
援
の
一
環
と
し
て
、
留
学
生
の
外
部
奨
学
金
の
学
内
候
補

者
に
対
し
て
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
留
学
生
の
良
さ
を

最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
、
申
請
書
作
成
の
添
削
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
受
験

者
に
面
接
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
課
し
、
当
該
年
度
の
留
学
生
に
過
去
の

採
用
試
験
の
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
在
籍
し
て
い

る
奨
学
金
採
用
者
を
囲
む
会
な
ど
を
企
画
し
、
採
用
率
ア
ッ
プ
の
支

高大連携による留学生経済支援
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援
を
行
っ
て
い
る
。

（
５
）　

返
還
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
学
生
支
援
機
構
の
調
査
報
告
に
よ
る
奨
学
金
延
滞
の
増
加
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
学
で
は
現
在
延
滞
率
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
も
日
本
学
生
支
援
機
構
と
の
連

携
の
一
環
と
し
て
、
専
門
員
を
派
遣
い
た
だ
き
返
還
説
明
会
を
開
催

し
た
。
そ
の
際
、卒
業
年
次
生
の
対
象
者
一
一
〇
名
全
員
へ
の
Ｄ
Ｍ
、

そ
の
後
も
一
斉
携
帯
メ
ー
ル
三
回
、
校
内
放
送
等
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の

強
化
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ッ
ク
ス
を
行
い
、
説
明
会
当
日
に
は
約

八
〇
％
弱
の
四
年
生
が
参
加
し
た
。
欠
席
者
に
は
電
話
と
メ
ー
ル
で

連
絡
し
、
返
還
誓
約
書
な
ど
の
資
料
を
取
り
に
来
た
際
に
面
談
し
、

必
ず
貸
出
し
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
ビ
デ
オ
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
）
を
見
る
こ
と

を
徹
底
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
返
還
説
明
会
に
参
加
さ
せ
る
こ
と

を
促
進
し
、
返
還
の
意
義
に
つ
い
て
の
学
び
や
、｢

借
り
手｣

か
ら

｢

返
済
者｣

へ
の
意
識
の
転
換
を
自
覚
さ
せ
る
な
ど
、
徹
底
的
に
延

滞
率
低
減
に
努
め
て
い
る
。

三　

緊
急
経
済
支
援

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、
二
〇
〇
九
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
が
世
界
経
済
を
襲

い
、
日
本
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
事
態
が
発
生
し
た
。
受
験
を

迎
え
よ
う
と
す
る
高
校
生
の
家
庭
で
家
計
の
急
変
と
い
う
事
態
が
起

こ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
学
で
は
学
長
を
中
心
に
対
策

が
練
ら
れ
、
一
一
月
に
は
「
緊
急
経
済
支
援
入
試
」
を
実
施
す
る
こ

と
が
ま
さ
に
緊
急
に
決
め
ら
れ
た
。
報
道
各
社
に
対
し
て
声
を
か
け

記
者
発
表
会
を
開
き
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
で
き
る
だ
け
多

く
の
受
験
生
に
告
知
で
き
る
よ
う
に
広
報
に
力
を
入
れ
た
。
こ
の
動

き
は
全
国
的
に
見
て
も
早
い
動
き
で
あ
っ
た
た
め
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は

じ
め
と
し
た
マ
ス
コ
ミ
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、他
の
大
学
で
も
経
済
支
援
入
試
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。

本
学
だ
け
の
動
き
に
と
ど
ま
ら
ず
波
及
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
受
験
生
の
立
場
に
立
つ
と
と
て
も
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
九
年
度
入
試
に
お
け
る
具
体
的
な
支
援
策
は
一
般
入
試
に

限
定
し
て
、
出
願
時
に
申
請
書
を
提
出
す
る
と
審
査
の
後
に
入
学
金

の
免
除
お
よ
び
授
業
料
の
分
割
納
入
を
認
め
る
と
い
う
方
法
で
行
わ

れ
た
。
申
請
書
に
は
経
済
状
態
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

と
し
た
が
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
と
い
っ
た
家
計
急
変
の
事
態
を
想
定

し
て
、
緊
急
の
措
置
と
し
て
前
年
度
の
収
入
証
明
で
な
く
て
も
可
と

し
た
。
こ
れ
に
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
授
業
料
延
納
手
続
き
も
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行
わ
れ
た
。

四　

進
学
・
修
学
支
援

（
１
）�

本
学
生
の
家
計
状
況
―
日
本
学

生
支
援
機
構
奨
学
金
奨
学
生
の

推
移

今
回
の
『
進
学･

修
学
支
援
制
度
』

の
創
設
に
至
っ
た
本
学
学
生
の
家
計
状

況
を
把
握
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
指
標
と

し
て
、本
学
の
「
日
本
学
生
支
援
機
構
」

の
奨
学
生
数
の
推
移
を
見
る
こ
と
に
す

る
。図

2
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
本
学
に

お
い
て
二
〇
〇
九
年
度
新
入
生
の
奨
学

生
（
日
本
人
学
生
対
象
）
は
一
五
四
名

に
達
し
、
一
年
生
全
体
（
日
本
人
）
の

二
四
・
一
％
を
占
め
、
奨
学
生
が
三
〇

％
以
上
を
占
め
る
学
科
も
で
て
き
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
全
体
で
は
第

一
種(

無
利
子)

が
一
三
五
名
（
〇
九

年
新
規
三
五
名
＋
継
続
一
〇
〇
名
）、
第
二
種
が
四
〇
六
名
（
〇
九

年
新
規
一
三
九
名
＋
継
続
二
六
七
名
）
で
第
一
種
、
第
二
種
合
わ
せ

て
五
四
一
名
で
あ
り
、
日
本
人
学
生
二
五
一
六
名
の
二
一
・
五
％
が

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
生
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
奨
学
金
比
率
推
移
（
日
本
人
学
生
対
象
）

図
3
で
も
分
か
る
よ
う
に
四
年
生（
四
年
前
二
〇
〇
六
年
度
入
学
）

か
ら
一
年
生
（
二
〇
〇
九
年
度
入
学
）
の
推
移
を
見
る
と
、
奨
学
金

受
給
学
生
が
漸
増
し
て
い
る
。
全
体
で
六
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い

る
。
ま
た
、
図
4
で
分
か
る
よ
う
に
、
第
一
種
奨
学
生
は
ほ
ぼ
増
減

は
な
い
が
第
二
種
奨
学
生
は
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
る
。
こ
れ

は
選
考
基
準
に
成
績
比
重
が
高
い
第
一
種
奨
学
生
よ
り
、
経
済
的
支

援
の
色
彩
が
強
い
第
二
種
奨
学
生
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
学
で
は
年
々
奨
学
生
は
全
学
的
に
増
え
る
傾

向
が
あ
り
、
さ
ら
に
増
加
奨
学
生
の
種
別
増
減
面
か
ら
み
る
と
よ
り

経
済
支
援
的
な
奨
学
生
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る
事
が
分
か
る
。
こ
の

よ
う
な
入
学
生
の
家
計
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、『
進
学
修
学
支

援
制
度
』
が
創
設
さ
れ
た
。

（
３
）
大
学
へ
の
夢
、
あ
き
ら
め
な
い
で
！

昨
年
度
の
結
果
を
も
と
に
今
年
度
は
学
生
支
援
部
が
中
心
と
な

図-2　　2009年�日本学生����奨学生学年別����
１年（2009年4月入学） ２年(2008年） ３年（2007年） ４年(2006年） 計

第一種奨学金奨学生数 33 33 35 34 135
第二種奨学金奨学生数 121 112 86 87 406

計 154 145 121 121 541
日本人学生数 640 618 568 690 2516

第一種奨学金奨学生比率 5.2% 5.3% 6.2% 4.9% 5.4%
第二種奨学金奨学生比率 18.9% 18.1% 15.1% 12.6% 16.1%
奨学生比率（1･2種奨学生数÷学生数） 24.1% 23.5% 21.3% 17.5% 21.5%
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り
、
入
試
と
切
り
離
し
て
新
設
し
た
「
聖
学
院
大
学
進
学
・
修
学
支

援
制
度
」
と
し
て
、
入
学
時
だ
け
で
な
く
入
学
後
の
支
援
を
含
め
た

総
合
的
な
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
具
体
的
に
は
入
学
時
に
（
①

入
学
金
免
除
と
②
学
費
の
月
払
い
）
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に

入
学
後
に
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
外
部
の
専
門
機
関
（
生
活
サ
ポ
ー
ト
基
金
）
と
提
携
し
て
学
生

の
家
庭
が
直
接
、
学
資
や
家
計
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
相
談

で
き
る
窓
口
を
作
っ
た
。
在
学
中
の
教
育
ロ
ー
ン
や
奨
学
金
の
た
め

に
卒
業
後
に
多
額
の
負
債
を
抱
え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
修
学
プ
ラ
ン
を

立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
年
度

は
全
て
の
入
試
で
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。
昨
年
と
同
様
に
記
者

発
表
会
を
開
き
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
で
受
験
生
に
告
知
し

て
い
る
。

本
学
の
「
進
学
・
修
学
支
援
制
度
」
の
特
色
は
、
学
費
の
月
払
い

制
度
と
専
門
機
関
と
提
携
し
た
相
談
窓
口
の
設
置
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に
学
費
の
月
払
い
が
可
能
な
大
学
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
時
点
で

全
国
で
四
大
学
の
み
で
あ
る
。
ま
た
「
自
立
進
学
」
が
継
続
し
て
可

能
と
な
る
よ
う
な
奨
学
金
制
度
に
し
て
い
く
た
め
に
地
元
の
金
融
機

関
と
の
連
携
も
進
め
て
い
る
。　
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図３　奨学生比率（日本人学生）　

図４　奨学生種類別推移　


